
　岩国のスローオフで試合開始。序盤はお互いミスが出るが、５番のカットインを皮切りに

東久留米西が固いDFからの速攻で連取しリードを広げる。岩国は早々にキャプテンの２番が

負傷でベンチに下がるとOFで攻撃の糸口を掴むことが出来ず、１０分を過ぎると１０－１と

離されてしまう。東久留米西は攻撃の手を緩めることなく守って速攻を繰り返し、セットでは
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戻ってOFに工夫を凝らすも、GKのセーブにも阻まれ前半を２０－１で終えた。

　後半は東久留米西５番のロングシュートで試合が動くと、前半同様に堅守からの速攻で

リードをさらに広げていく。岩国も気持ちを切らさずパスカットからの速攻や６番のサイド

シュートなどで応戦するが、東久留米西DFの高い壁に跳ね返され点差を縮めることができ

ない。東久留米西は残り１０分でベンチのメンバーを全員出場させ、２９ー７で勝利した。

東久留米西はパスのスピード、シュートの精度、速攻での判断などすべてのプレーにおいて

高いレベルのハンドボールを展開し、春の王者らしく盤石の戦いぶりであった。対する岩国は

同日２試合目のアドバンテージが大きく響いた格好となったが、最後まで諦めず走りぬいた。

素早いパス回しから数的有利を作ってシュートを確実に決めていく。岩国は２番がコートに
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